
項番 機能名 機能概要

1
複数発生記録請求（画面入力）機
能

企業ユーザによる発生記録について、発生記録メニュー画面や取引先グ
ループ選択画面・過去請求データからの再利用等から、複数債権の仮登録
情報を入力し、一度に大量の発生記録請求を可能とする機能です。

2
一括記録請求・複数発生記録請求
の
まとめ承認機能

企業ユーザについて、複数記録請求ならびに一括記録請求を対象に、承認
者による承認または差戻し/削除の操作をまとめて可能とする機能です。

3 取引先情報のファイル登録機能
企業ユーザによる取引先管理について、大量の取引先情報をファイル登録
する機能です。

4 取引先情報のグループ管理機能
企業ユーザによる取引先管理について、取引先をグループ管理する機能・
各取引先に発生記録で利用するための登録債権金額を事前設定する機能で
す。

5 口座の存在確認機能
記録請求の仮登録（修正）時に、請求先（取引先）の口座情報について、
でんさいネットに対して利用者照会による確認を可能にしました。

6
非同期開示の支払期日の指定可能
期間の拡大機能

企業ユーザにおける開示について、一括予約照会（非同期）の最新情報開
示による検索を行う場合に支払期日に指定可能な期間を1ヶ月から4ヶ月に
拡大しました。

機能追加一覧



【事前準備】～複数発生記録請求を行う前に企業情報の変更を行います。
１．管理業務タブから企業情報管理を選択

①企業情報管理を

　クリックします。

２．企業情報管理メニューの変更を選択

②変更をクリックし

　ます。

３．記録請求の拡張機能の変更

③複数発生記録請

　求を「利用する」に

　チェックをして確認

　ボタンをクリックしま

　す。

概要
●今までは債権発生記録請求を1件ずつ行っていましたが、複数の債権発生記録請求を連続入力することがで
きます。

複数発生記録請求（画面入力）機能(機能追加一覧項番１)

①

②

③



４．変更の実行

④承認パスワードを

　入力して「変更の実

　行」をクリックしま

　す。

変更完了画面が表示されるので、一旦ログアウトしてください。
※「ログアウト」を行なうことで、「債権発生請求」での「複数発生記録請求（画面入力）」の利用が可
　 能になります。

④



【複数債権発生記録請求の仮登録】
１．債権発生請求メニューの選択

①債権発生請求タブか

　ら「債務者請求」ボタ

　ンをクリックします。

２．発生記録の登録開始

②「登録」ボタンをクリッ

　クします。

３．決済口座の選択

③「決済口座情報（債務者請求）／振出日」を入力して「次へ」をクリックします。

①

②

③



４．入力方法の選択

④「個別に明細を入力」

　をクリックします。

５．請求明細の入力

⑤債権金額、支払期日

　譲渡制限有無、債権

　者情報を入力します。

※続けて別債権を発生

　させるには「続けて入

　力」ボタンをクリックし

　ます。

　複数債権明細の入力

　が終わりましたら、「確

　定して明細一覧へ」ボ

　タンをクリックします。

④

⑤

⑤



６．仮登録の確認と完了

⑥表示内容を確認し、

　「仮登録の確認へ」

　ボタンをクリックし、

　仮登録を完了させま

　す。

⑥



【仮登録内容の承認】
１．承認待ちデータの選択

①トップ画面の未完了取引

　欄の「承認待ち一覧」ボタ

　ンをクリックします。

２．承認待ちデータの選択

②対象明細を選択します。

①

②



３．承認の実行

③合計件数・金額を確認し、

　承認を実行します。

③



１．承認待ちデータの表示

①トップ画面の未完了取引

　欄の「承認待ち一覧」ボタ

　ンをクリックします。

２．承認待ちデータの選択①

②「表示内容をまとめて

　操作」をクリックします。

一括記録・複数記録請求のまとめ承認機能(機能追加一覧項番２)

概要
●複数の承認待ちとなっている一括記録・複数記録請求データをまとめて一度の操作で承認できる機能です。

②

①



３．承認待ちデータの選択②

③操作内容は「承認」を選択

　し、承認するデータに全て

　チェックを入れて「内容の

　確認へ」ボタンをクリックし

　ます。

４．承認パスワードの入力

④承認パスワードを入力

　し、「承認の実行」ボタン

　をクリックします。

③

④④



「取引先ファイル登録」に必要となる「取引先情報ファイル*1」を作成します。
※1 ファイルの形式には次の３つの形式があります。

①「集信１」形式 - でんさいネット規定の記録請求ファイル形式
②「総合振込」形式　-　全銀協規定の「総合振込（120ﾊﾞｲﾄ）」で使用するファイル形式
③「ＣＳＶ」形式　-　ＤEＮＴＲＡＮＳが独自に規定する、登録用のファイル形式

ここでは、総合振込形式【全銀協規定の総合振込（120ﾊﾞｲﾄ）】を例として示します。

このファイルは道銀ビジネスWEBサービスの送信済み総合振込データから作成することが可能です。

例）【取引先情報ファイル】

【ビジネスWEBの送信済み総合振込データからでんさい用の取引先情報を登録する】
１．ビジネスWEBにログインし、総合振込メニューを表示する

①「総合振込　給与・賞与振込」を選択

　します。

２．業務選択画面の表示

②「総合振込」を選択します。

①

取引先情報のファイル登録機能(機能追加一覧項番３)

概要
●企業ユーザによる取引先管理について、大量の取引先情報を取引先ファイルを用いて一括登録します。
　一括登録に使用できるファイルは下記「事前準備」のとおりです。
●法人インターネットバンキング「道銀ビジネスWEBサービス」で利用可能な全銀協規定形式の総合振込ファイル
　をご利用できます。

ファイル名　：　取引先情報ファイル【総振形式】.txt

事前準備

②



３．作業内容の選択

③「振込データの状況照会」を選択

　します。

４．取引状況照会方法の選択

④「取引状況照会」を選択します。

５．取引状況照会方法の選択

⑤ご希望の振込済データを選択し

　「照会」ボタンをクリックします。

③

④

⑤

⑤



６．取り込み予定ファイルの設定と出力

⑥明細が表示されますので内容を確認

　します。

　ファイル形式は「全銀協規定形式（JIS・

　改行なし）を選択します。

　「ファイル取得」ボタンをクリックし、ファ

　イルの保存先を指定し、保存します。

※ご希望の取引先がない場合、「1月1日」付で総合振込テストを行ってから、取引状況照会を行ってください。

⑥

⑥

⑥



【総合振込データファイルの取り込み】
１．管理業務メニュー画面

①ログイン後のトップページから管理

　 業務を選択し、「取引先管理」ボタン

　 をクリックします。

２．取引先ファイル登録メニューの選択

②取引先ファイル登録を選択します。

３．取引先情報ファイル登録画面

③「ファイル名」を選択します。事前に

　準備した「取引先情報ファイル」

　(総合振込形式）の格納場所を指定

　します。

「ファイル名」「ファイル形式」

「登録方法」を選択します。

 

④「登録内容の確認へ」ボタンをクリックします。

①

②

③

④



４．登録内容確認画面

⑤内容を確認のうえ、「内容を確認し

　ました」ボックスをチェックして「登録

　の実行」ボタンをクリックします。

５．登録完了画面

６．登録結果の確認

⑥トップページから管理業務を選択し、

　 「取引先管理」ボタンをクリックします。

⑤

⑥



７．ファイル管理メニュー画面

⑦取引先ファイル登録結果一覧を選択

　します。

８．ファイル登録結果一覧画面

⑧詳細ボタンをクリックして、内容を表示

　します。

⑦

⑧



９．詳細表示画面

⑨詳細内容が表示されますので、口座確認対象に

　チェックをして「口座確認の実行」ボタンをクリックします。

　「口座確認後に取引先情報を登録します。よろしいですか？」

　メッセージが表示されますので、「ＯＫ」をクリックします。

１０．口座確認結果表示画面

【グループ情報の表示】

⑨



【グループ名登録】
１．管理業務メニュー画面

①ログイン後のトップページから管理

　 業務を選択し、「取引先管理」ボタン

　 をクリックします。

２．取引先グループ登録メニューの選択

②取引先グループ登録を選択します。

３．取引先グループ登録画面

③「グループ名」に希望のグループ名

　を入力して、「登録の実行」ボタンを

　クリックします。

取引先情報のグループ管理機能(機能追加一覧項番４)

概要
●企業ユーザによる取引先管理について、取引先をグループ管理する機能です。
　また、各取引先に発生記録で利用するための登録債権金額を事前設定することが可能です。

①

②

③



【グループ名変更】
１．管理業務メニュー画面

①ログイン後のトップページから管理

　 業務を選択し、「取引先管理」ボタン

　 をクリックします。

２．管理業務メニュー画面

②取引先グループ変更・削除を選択

　します。

３．グループ編集画面

③作業対象のグループを選択します。

④グループ名を変更するには「グループ名変更」をクリックします。

⑤グループを削除するには「グループ削除」をクリックします。

①

②

③

④ ⑤



【取引先のグループへの追加・削除】
１．グループの選択

①作業対象のグループを選択します。

②「取引先の所属変更」ボタンをクリック

　します。

２．変更内容の選択

③「グループに取引先を追加」を選択

　します。

※「グループから取引先を削除」を選

　択すると削除が可能です。

３．取引先の選択

④追加（削除）したい取引先にチェックを

　してから「変更内容の確認へ」ボタンを

　クリックします。

①

③

②

変更対象グループに未所属の、
全ての取引先情報が一覧表示
されます。

④



４．内容確認画面

⑤「内容を確認しました」にチェ

　ックをして変更を実行します。

５．変更の完了

⑤



ログイン後、「債権発生請求」タブをクリックし、発生記録（債務者）請求仮登録を行います。

１．発生記録（債務者）請求仮登録画面

①仮登録内容を入力して

　「仮登録の確認」をクリッ

　クします。

口座の存在確認機能(機能追加一覧項番５)

概要
●債権発生請求（または修正）の仮登録時に、請求先の口座情報について自動的にでんさいネットに照会確認を
　実施し、利用者番号を自動補完します。

①



２．発生記録（債務者）請求仮登録画面

②記録請求の仮登録時、請求先（取引先）の口座情報について存在確認を実施します。
　でんさいネットに「利用者登録」がされていない口座情報を指定した場合、エラー文言が表示されます。

②



３．仮登録内容の確認画面

③口座確認の結果、利用者番号が登録されている口座であれば、

　自動的に利用者番号が入力されます。

　内容に問題がなければ、「内容を確認しました」にチェックを入れて

　「仮登録の実行」ボタンをクリックします。

③

③
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